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ＪＡ

　

綱 領

一 わたしたちＪＡのめざすもの ‐

　

わたしたちＪＡの組合員・役職員は、 協同組合運動の基本的な定義８価値・原則

（自主、 自立、 参加、 民主的運営、 公正、 連帯等） に基づき行動します。 そして、
地球的視野に立って環境変化を見通し、 組織・事業・経営の革新をはかります。 さ
らに、 地域・全国・世界の協同組合の仲間と連携し、 より民主的で公正な社会の実

現に努めます。

　

このため、 わたしたちは次のことを通じ、 農業と地域社会に根ざした組織として

の社会的役割を誠実に果たします。

わたしたちは、

－、 地域の農業を振興し、わが国の食と緑と水を守ろう。

、環境・文化◎福祉への貢献を通じて、安心して暮らせる豊かな地域社会を

築こう。

、 ＪＡへの積極的な参加と連帯によって、 協同の成果を実現しよう。

、自主・自立と民主的運営の基本に立ち、ＪＡを健全に経営し信頼を高めよ

つ。

、 協同の理念を学び実践を通じて、 共に生きがいを追求しよう。
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第１５回ＪＡ戦略型中核人材育成研修全国研究発表会発表者（発表者／発表順）
令和６年２月１５日～１６日

東京・大手町

　

ＪＡビル３６階大会議室

震表 麗 番
県
号

　

県名

　　　　

団体名

　　　　

発表者名 発表タイトル名

　

Ｉ

　　

Ａ

　　

３

　

岩手

　　

岩手ふるさと農業協同組合

　　　　　

及川

　

祐哉

　　

コンサルティングによる農業所得増大の実現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～農業を通じ農業者とＪＡが共に明るい未来を歩むために～

　

２

　　

Ａ

　　

６

　

山形

　　

鶴岡市農業協同組合

　　　　　　　　　

黒坂

　

新也

　　

「営農形態の変化に対応した体制整備と高齢化に対応した相談機能の強化」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～（営）農信（用）連携による総合事業機能の更なる発揮～

　

３

　　

Ａ

　　

７

　

福島

　　

ふくしま未来農業協同組合

　　　　　　

菊地

　

佑大

　　

共済事務処理効率化による窓口対応力の強化

　

４

　

Ａ

　

３６ 徳島

　

徳島市農業協同組合

　　　　

四宮 わかな 占麗筆繋基簾 た“サル ルグ課 配置，凱 ～

　

５

　　

Ｂ

　　

２

　

青森

　　

つがる弘前農業協同組合

　　　　　　　

鶴巻

　

順子

　　

地域活性化のために～集落営農で拓く未来～

　

６

　　

Ｂ

　　

９

　

栃木

　　

佐野農業協同組合

　　　　　　　　　　

藤沼

　

孝博

　　

持続可能な担い手獲得・育成へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～多様化する『やってみたい』がハードルを越える為に～

　

７

　　

Ｂ

　　

１３

　

東京

　　

町田市農業協同組合

　　　　　　　　　

荻野

　

満

　　　　

ＪＡが目指す地域と農をつなぐ ～未来へ続く魅力ある町田農業～

　

８

　　

Ｂ

　　

ＩＢ

　

富山

　　

福光農業協同組合

　　　　　　　　　　

八田

　

恵美

　　

ＪＡ福光管内の人口増を目指して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～ベジタータ（農業女子）の復活～

　

９

　　

Ｂ

　　

３３

　

岡山

　　

晴れの国岡山農業協同組合

　　　　　　

正木

　

英登

　　　

ＪＡ自らの農業経営による経営理念の実現

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～新しいＪＡの縁の下の力持ちを目指して～

　

１Ｏ

　　

Ｂ

　　

３５

　

山口

　　　

山口県農業協同組合

　　　　　　　　　

石川

　

幹郎

　　　

ＪＡ山口県のスケールメリットを生かした販売戦略

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～ 魅力的なやまぐちブランドの創出で、生産者と消費者をつなぐ ～

　

１Ｉ

　　

Ｂ

　　

３８

　

愛媛

　　

越智今治農業協同組合

　　　　　　　　

高本

　

圭

　　　

労働力支援から始まる農業関係人口とＪＡファン獲得

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

島しょ部離農スピードのスロー化と地域活性化を

　

１２

　　

Ｂ

　　

４３

　

熊本

　　

熊本県経済農業協同組合連合会

　　　

渡違

　

将司

　　　

ＪＡ直接輸出への挑戦～ＫＳＭＴ台湾進出～

　

１３

　　

Ｂ

　　

４４

　

大分

　　

大分県農業協同組合

　　　　　　　　　

牧

　

恭也

　　　

再興「わがＪＡ」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～アクティブ・メンバーシップの再構築による農産事業の活性化～

　

１４

　　

Ｃ

　　

５

　

秋田

　　

秋田ふるさと農業協同組合

　　　　　　

阿部

　

和典

　　

准組合員との対話を通じた役職員の意識改革

　

１５

　　

Ｃ

　　

８

　

茨城

　　

常総ひかり農業協同組合

　　　　　　　

篠田

　

耕造

　　

健康経営が最強のソリューションであるー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～健康投資と広報活動を活用した経営戦略のご提案～

　

１６

　　

Ｃ

　　

ＩＯ

　

群馬

　　

佐波伊勢崎農業協同組合

　　　　　　　

黒運

　

諭史

　　

「地域密着と総合事業におけるＪＡの伸びしろを考える」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～ＪＡの課題×マーケティング＝伸びしろ～

　

１７

　　

Ｃ

　　

１５

　

山梨

　　

南アルプス市農業協同組合

　　　　　　

中沢

　

雅貴

　　

総合窓口店舗の設置による利用者満足度の向上と新規顧客の開拓

　

１８

　　

Ｃ

　　

２５

　

滋賀

　　　

レーク滋賀農業協同組合

　　　　　　　

福島

　

棚

　　　

広報による地域伝統野菜の振興

　

１９

　　

Ｃ

　　

３１

　

鳥取

　　

鳥取西部農業協同組合

　　　　　　　　

米原

　

利彦

　　

新しい未来を見据えるために取組むこととは

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－組合員の豊かなくらしを追求するために

　

２ｏ

　

Ｃ

　

３２ 島根

　

島根県農業協同組合

　　　　

江川 慎之助

　

舗 鎖 翻 顎募総 無 錆 講 ≧ヨン時間の創出につＬ、て

　

２１

　　

Ｃ

　　

３４

　

広島

　　

広島市農業協同組合

　　　　　　　　　

谷川

　

純

　　　

働くことが魅力と感じる職場に

　

～ＪＡ広島市の“人づくり”～

　

２２

　

Ｃ

　

３９ 高知

　

謡 譲墓業協同組合連合会

　　

福原 貴子

　

不祥事未然防止のためのＪＡ指導体制の構築について

　

２３

　　

Ｃ

　　

４５

　

宮崎

　　

宮崎県経済農業協同組合連合会

　　　

川脇

　

俊夫

　　

リクルーター制度導入による採用マッチング率向上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～『いのち』を、 『みらい』へつなぐ役割を担う人財確保～

　

２４

　　

Ｃ

　　

４６

　

鹿児島

　

鹿児島県厚生農業協同組合連合会

　　

坂元

　

友樹

　　

総合事業を活かした受診勧奨

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

～笑顔で暮らし続けられるように～

【発表分野】

Ａ：金融分野（４名）

Ｂ：営農・経済分野（９名）

Ｃ：地域活性化・企画・管理等分野（首名）
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第１５回ＪＡ戦略型中核人材育成研修全国研究発表会参加者名簿 （中央会事務局・ＪＡ随行者）

裏号
県名

　

団体名

　　　　　　

部署名

　　　　　　　　

役職名

　　　

氏名

　

２青森

　　

青森県農業協同組合中央会

　　　　

経営対策部教育研修課

　　　　　　　　　　

課長

　　　　　　　　

蒔苗

　

文彦

　　

２青森

　　

つがる弘前農業協同組合

　　　　　

指導部農業振興課

　　　　　　　　　　　　

課長

　　　　　　　　

樫庭

　

智昭

　

３岩手

　　

岩手県農業協同組合中央会

　　　　

ＪＡ支援部

　　　　　　　　　　　　　　　　

嘱託

　　　　　　　　

小野寺

　

宏

　　

３岩手

　　

岩手ふるさと農業協同組合

　　　　

金融共済グループ

　

融資支援課 課長

　　　　　　　　

千葉

　

正人

　

４宮城

　　

宮城県農業協同組合中央会

　　　　

組織対策部 （教育） 主任

　　　　　　　　

今野

　

太良

　

５秋田

　　

秋田県農業協同組合中央会

　　　　

経営総合対策部 主任専門員

　　　　　

高橋

　

泉

　　

６山形

　　

山形県農業協同組合中央会

　　　　

経営部（教育担当） 次長

　　　　　　　　

遠田

　

大亮

　　

７福島

　　

福島県農業協同組合中央会

　　　　

人材育成部

　　　　　　　　　　　　　　　　

嘱託職員

　　　　　　

朴

　

相賢

　　

７福島

　　

ふくしま未来農業協同組合

　　　　

共済部共済事務課

　　　　　　　　　　　　

課長

　　　　　　　　

甲野藤

　

広明

　　

８茨城

　　

茨城県農業協同組合中央会

　　　　

総務教育部

　

教育センター

　　　　　　　　

次長

　　　　　　　　

柴崎

　

弘治

　　

８茨城

　　

常総ひかり農業協同組合

　　　　　

企画総務部

　

人事教育課

　　　　　　　　　

課長

　　　　　　　　

富田

　

知明

　　

９栃木

　　

栃木県農業協同組合中央会

　　　　

経営支援部

　　　　　　　　　　　　　　　　

専任講師

　　　　　　

山中

　

繁

　　

９栃木

　　

佐野農業協同組合

　　　　　　　　

代表理事専務

　　　　　　　　　　　　　　

代表理事専務

　　　　

高橋

　

俊博

　

ｌｏ群馬

　　

群馬県農業協同組合中央会

　　　　

ＪＡ経営支援部

　

ＪＡ群馬研修センター

　　　　　　　　　　　　　　

松浦

　

陽介

　

ｌｏ群馬

　　

佐波伊勢崎農業協同組合

　　　　　

みやごう支店

　　　　　　　　　　　　　　　

次長

　　　　　　　　

神倉

　

良彦

　

１３東京

　　

東京都農業協同組合中央会

　　　　

総務企画部

　

企画教育課

　　　　　　　　　

サポート職員

　　　

金子

　

章

　

１５山梨

　　

山梨県農業協同組合中央会

　　　　

ＪＡ支援部教育課

　　　　　　　　　　　　

考査役

　　　　　　　

加藤

　

由佳

　

１８富山

　　

富山県農業協同組合中央会

　　　　

農業総合研修所 所長代理

　　　　　　

中沖

　

昌伸

　

２５滋賀

　　

滋賀県農業協同組合中央会

　　　　

総務教育部

　

教育・人権グループ

　　　　　

次長

　　　　　　　　

岡本

　

公人

　

３１鳥取

　　

鳥取県農業協同組合中央会

　　　　

総合企画部

　　　　　　　　　　　　　　　　

主査

　　　　　　　　

松田

　

優子

　

３１鳥取

　　

鳥取西部農業協同組合

　　　　　　

総務部人事課

　　　　　　　　　　　　　　

次長

　　　　　　　　

幡井

　

保則

　

３２島根

　　

島根県農業協同組合

　　　　　　　

本店

　

人事部教育企画課

　　　　　　　　　

一般職

　　　　　　　

熱田

　

由香

　

３２島根

　　

島根県農業協同組合

　　　　　　　

斐川地区本部 統括部長

　　　　　　

伊勢

　

雅和

　

３３岡山

　　

岡山県農業協同組合中央会

　　　　

ＪＡ支援部

　

役職員教育担当

　　　　　　　

調査役

　　　　　　　

吉原

　

千尋

　

３３岡山

　　

岡山県農業協同組合中央会

　　　　

ＪＡ支援部

　

役職員教育担当

　　　　　　　　　　　　　　

・

　　

嘉原

　

秀明

　

３４広島

　　

広島県農業協同組合中央会

　　　　

営農組織支援部

　

組織基盤対策課

　　　　　

嘱託

　　　　　　　　

竹林

　

大

　

３５山口

　　

山口県農業協同組合中央会

　　　　

教育研修センター

　　　　　　　　　　　　

調査役

　　　　　　　

河本

　

光弘

　

３６徳島

　　

徳島県農業協同組合中央会

　　　　

ＪＡ支援室

　

経営教育グループ グループリーダー

　

高田

　

慎也

　

３８愛媛

　　

愛媛県農業協同組合中央会

　　　　

人づくり支援部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

和田

　

直己

　

３９高知

　　

高知県農業協同組合

　　　　　　　

組織人事部

　

教育人事課 教育担当

　　　　　　

細川

　

明秀

　

４３熊本

　　

熊本県農業協同組合中央会

　　　　

ＪＡ総合支援部 教育センター

　　　　　　　　　　　　　　　　

森田

　

孝博

　

４４大分

　　

大分県農業協同組合中央会

　　　　

経営支援部

　　　　　　　　　　　　　　　　

調査役

　　　　　　　

渡辺

　

健一

　

４５宮崎

　　

宮崎県農業協同組合中央会

　　　　

教育センター

　　　　　　　　　　　　　　　

センター長

　　　　　

菓子野

　

政明

　

４５宮崎

　　

都城農業協同組合

　　　　　　　　

経済部

　

燃料課 調査役

　　　　　　　

新地

　

陽一

　

４６鹿児島

　

鹿児島県農業協同組合中央会 教育部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

部長

　　　　　　　　

東園

　

健一
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第１５回ＪＡ戦略型中核人材育成研修全国研究発表会
開催要領

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令 和 ６年 ２月 １ ５

　

日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

全 国農 業協 同組 合 中 央 会

１． 趣

　

旨

　

全国の各都道府県で開催されているＪＡ戦略型中核人材育成研修の修了者
代表が、 一堂に集い、 修了レポートの発表を行うことで、 さらなる気づきや

学びを得、その実践を喚起する場として、全国研究発表会を開催します。

２． 参加者

（１） 発表者

　

ＪＡ都道府県中央会 （１県ＩＪＡを含む。 以下、「ＪＡ中央会」 と略す） の実

施するＪＡ戦略型中核人材育成研修において、特に優秀な成績を修めた者のう
ち各ＪＡ中央会につき１名とします。

　

※参加資格は、 ］Ａ全中の認定研修に限定するものではありません。

（２） 事務局および随行者等

　　

ＪＡ中央会の事務局は、 各都道府県１名とします。
ＪＡからの随行者等についても、 各都道府県１名とします。

３． 開催日時

　

令和６年

　

２月 １５日 （木）１１：００～１９：００

　

２月 １６日 （金）９：００～１２：００

※２月 １５日 （木） の発表の様子はＷｅｂライブ配信するとともに後日オンデマ
ンド配信します。

４． 開催場所

　

東京・大手町

　

ＪＡビル３６階

　

大会議室

５． 発表者申し込み

ＯＪＡ都府県中央会は－研修会システム（発表者申込用）に、必要事項 （発表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　

　

　　

　　　

　　　

　

　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　

　　　　

Ｐ４



６． 発表者以外の参加申し込み
（１） 実参加
○参加費

　

１人縄鱒◎◎闇

　

樋税選擁

　

してください。〕 をつけ、①県番号②都道府県名③ＪＡ名④氏名⑤発表タイ

　

トルを明記して下さい。
○発表資料の体裁については、ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔで作成し、発表資料は表紙を含め、

　

ＰＤＦにした電子データを１つのファイルにしてください（複数のファイル

　　

とならないよう統合して下さい）。当日の発表はＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔで実施 しますの

　

で発表資料 （ＰＤＦ） とは別に発表用ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔのデータも併せて送付願

　

います。

　　　

（＊発表の持ち時間は７分です。 事務局としては、 全体で５～７ページ程

　　　

度の資料をお薦めします。）

○発表資料 （ＰＤＦ）、 発表用ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔについては、 令和６年２月１日 （木）

までに事務局あて電子メールにて送付してください。

　

○発表資料 （ＰＤＦ）、発表用ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔのファイル名は１県番号－都道府県名」

　

１ＪＡ名一氏名ｉとしてください。

　

発表資料ファイル名例：１３－東京都－ＪＡ千代田－牛田畑作

○また、発表資料を補足するレポート等の資料がある場合は、発表資料とは
別にＰＤＦにした電子データをあわせて提出することを可とします。
○補足資料のファイル名は県番号－都道府県名－ＪＡ名－氏名－補足資料として

ください。
補足資料ファイル名例：１３－東京都－ＪＡ千代田 牛田畑作－補足資料

８． 発表会資料の提供方法
○発表者資料県中央会向けＨＰに発表者順番や開催スケジュール、発表者提出

資料・参加者名簿を掲載いたします。
○発表者名および開催スケジュール （予定版） は令和５年１２月 １５日 （金） に

　

掲載いたしますので、 ＪＡ中央会は参加者に配布して下さい。
○発表者資料および発表順、開催スケジュール（確定版）・参加者名簿は、令和

　

６年２月 ８日（木）に掲載いたしますので、ＪＡ中央会は、参加者に配付し

　

て下さい。
○事務局は発表会当日、発表会資料を印刷いたしませんので、参加者ごとにパ

　

ソコンやタブレット・スマー トフオンヘのデータダウンロー ドもしく は、 Ｅ□

　

刷する等、 必要に応じてご対応ください。

９． 日程

　

（別紙参照）

Ｐ５



１０． 表

　

彰

　

発表者全員に「優秀賞」 を授与します。

１１． 令和６年度（予定）

　

令和６年度は、 発表と交流会の１日のみの開催を予定しております。

　

令和７年２月２０日 （木）１１時～１９時

１２． 事務局

　　

Ｊ‐Ａ全中

　

教育部ＪＡ経営人材育成課 （担当：川畑、 都筑）

〒１００－６８３７東京都千代田区大手町１－３－１

　

ＩＡビル

電話：０３－６６６５－６１２１

　　　

ＦＡＸ：０３－３２１７－５０７３

Ｅ－ｍａｉｌ： ｍａｓｔｅｒ，５＠ｚｅｎ〔ｈｕ‐ｉａ．ｏｒ．ｌｐ

　　　　　　　　　　　　　　　

以 上
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第１５回ＪＡ戦略型中核人材育成研修全国研究発表会日程表（確定）

令和６年２月１５日、１６日

　

ＪＡビル３６階大会議室

日

　

時 項

　　

目 備

　　

考

１

　

日

　

目

１０時３０分 開場
・１階受付にて、 入館登録氏名を告げ、 入館カードを受

け取り、 エレベ←ターで ３６階大会議室に移動して下さ
し、ｏ
・入館カードは初日のみ参加の方は、１５日退館時に受付
に返却してください。２日間参加される方は、１６日入館
時に使用しますので、１５日退館時に返却せずに１６日退
館時に返却してください。

・トランク等の大きな荷

物はクローク （３６階中
会議室）に置いてくださ
し、。

１１時００分～ 開会・ＪＡ綱領唱和 ５分＼

１１時０５分～

１１時２５分

メッセージ
「将来の経営幹部候補への期待」

福園昭宏 （ＪＡ全中常務理事）

２０分

１１時２５分～

１１時３０分

オリエンテーション ５分

・発表の進め方について
説明

１１時３０分～

１２時１０分
発表Ａ （金融分野）
①岩手県

　

岩手ふるさと農業協同組合

　

及川祐哉

　

氏

②山形県

　

鶴岡市農業協同組合

　

黒坂新也

　

氏

③福島県

　　

ふくしま未来農業協同組合

　

菊地佑太

　

氏

④徳島県

　　

徳島市農業協同組合

　

四宮わかな

　

氏

＠発表７分 （４名）
（調整時間含む）
・発表時間は各県７分以
内です。終了１分前にチ

ャイムを１回鳴らし、終

了時に２回鳴らします。
・昼食時間中に参加者
（発表者を除く）は、発
表者の発表内容やプレ
ゼンテーションについ

て、感想等を記入してく

ださい。
・記入は任意とします。
記入用紙は、受付机に準
備しています。会場内に
発表者ごとに回収封筒
を設置しますので、封筒
の中に入れてください。
・発表終了時に各発表者
にお渡しします。

１２時１０分～

１３時００分
（昼食） ・コメ ント記入

・弁当を配布します

１３時００分～

１４時２０分
発表Ｂ （営農・経済分野）
⑤青森県

　

つがる弘前農業協同組合

　

鶴巻順子

　

氏

⑥栃木県

　

佐野農業協同組合

　

藤沼孝博

　

氏

＠発表７分 （９名）
（調整時間含む）
・発表時間は各県７分以
内です。終了１分前にチ

ャイムを１回鳴らし、終

Ｐ７



⑦東京都

　　

町田市農業協同組合 荻野満

　

氏
⑧富山県

　　

福光農業協同組合

　

八田恵美

　

氏

⑨岡山県

　　

晴れの国岡山農業協同組合

　

正木英登

　

氏
⑲山口県

　　

山口県農業協同組合

　

石川幹郎

　

氏

⑪愛媛県

　　

越智今治農業協同組合

　

高本圭

　

氏
⑫熊本県

　　

熊本県経済農業協同組合連合会

　

渡選将司

　

氏
⑬大分県

　　

大分県農業協同組合

　

牧恭也

　

氏

了時に２回鳴らします。
・発表時間終了後、参加
者 （発表者を除く） は、
発表者の発表内容やプ
レゼンテーションにつ

いて、感想等を記入して
ください。
・記入は任意とします。
記入用紙は、受付机に準
備しています。会場内に
発表者ごとに回収封筒
を設置しますので、封筒
の中に入れてください。
・発表終了時に各発表者
にお渡しします。

１４時２０分～

１４時４０分
（休憩） ２０分＼

１４時４０分～

１６時２０分
発表Ｃ （地域活性化翼企画離管理等分野）
⑭秋田県

　

秋田ふるさと農業協同組合

　

阿部和典

　

氏

⑮茨城県

　　

常総ひかり農業協同組合

　

篠田耕造

　

氏

⑯群馬県

　　

佐波伊勢崎農業協同組合

　

黒淫諭史

　

氏

⑰山梨県

　　

南アルプス市農業協同組合

　

中沢雅貴

　

氏
⑱滋賀県

　　

レーク滋賀農業協同組合

　

福島剃

　

氏

⑲鳥取県

　　

鳥取西部農業協同組合

　

米原利彦

　

氏
⑳島根県

　　

島根県農業協同組合

　

江川慎之助

　

氏

⑪広島県

　　

広島市農業協同組合

　

谷川純

　

氏
⑫高知県

　　

全国共済農業協同組合連合会

　　　

高知県本部

　

福原貴子

　

氏

⑳宮崎県

　　

宮崎県経済農業協同組合連合会

　

川脇俊夫

　

氏

⑭鹿早島

　　

鹿児島県厚生農業協同組合連合会

　

坂元友樹

　

氏

＠発表７分 （１１名）
（調整時間含む）
・発表時間は各県７分以
内です。終了１分前にチ
ャイムを１回鳴らし、終

了時に２回鳴らします。
・発表時間終了後、参加
者 （発表者を除く） は、
発表者の発表内容やプ
レゼンテーションにつ

いて、感想等を記入して
ください。
・記入は任意とします。
記入用紙は、受付机に準
備しています。会場内に
発表者ごとに回収封筒
を設置しますので、封筒
の中に入れてください。
・発表終了時に各発表者
にお渡しします。

１６時２０分～

１６時４０分
（休憩） ２０分＼

１６時４０分～

１７時１０分
総評
小林元

　

氏 （日本協同組合連携機構

　

基礎研究部長）
３０分

１７時１０分～

１７時３０分
賞状授与

２日目のオリエンテーション

２０分
・２ 日目のワーノレド・カ

フェの運営について説
明します。

Ｐ８



１７時３０分～

１７時４０分
移動 交流会会場 （３０１会議

室） へ移動

１７時４０分～

１９時１０分
交流会
（ＪＡビル３階

　

３０１会議室）

（′
］
［ロ

　

ロロ

８時３０分～ 開場
・８時５０分までに３６階大会議室にお集まりください。
・初日に受け取った入館カードで入館し、エレベーター

で３６階大会議室に移動して下さい。

・トランク等の大きな荷

物はクローク （３６階
中会議室）に置いてく
ださい。

９時 ００分～
１０時５０分

ワールド禰力フエ

・※ワールド・カフェという話し合いの方法により研修

を振り返るとともにＪＡの未来について考えます。

１発表者ｌ

　

・前方島型のテーブル席にお座りください。

　　

（席は自由です）

　

・ワールド・カフェに参加していただきます。

１ＪＡ中央会事務局．ＪＡ随行者ｌ

　

ｅ後方スクール形式の席にお座りください。

　

ぬワールド・カフェの様子を傍聴していただきます。

　

・ワールド・カフェを傍聴されない場合は控室を用意

しておりますのでご利用ください。

　

（３６０１、 ３６０２、 ３６０３、３６０４、 ３６０６、 ３６０７、３６０８

　　

小会議室）

会場：３６階大会議室

１０時５０分～

１１時００分
（休憩） ２０分

１１時００分～

１２時００分
講演
「協同組合・ＪＡの未来と

　

ＪＡ戦略型中核人材に期待すること」

　

比嘉政浩

　

氏（日本協同組合連携機構

　

代表理事専務）

６０分

１２時００分 閉会
・入館カードは、退館時に１階受付に返却してください。

・弁当を配布します

※進行具合により若干予定を変更する場合があります。 予めご了承ください。

Ｐ９



１※ワールド．力フエ」

話し合いは 「ワール ド・カフェ」 という方法で行います。
ワール ド・カフェは、 カフェのようなリラックスした雰囲気の中でテ

ーマに集中した話

し合いができるように工夫されています。
具体的には、 メンバーの組み合わせを変えながら、 ４～６人単位の小グループで話し合

いを続け、 あたかも参加者全員が話し合っているような効果が得られる特徴があります。

＜ワール ド韻カフェの流れ＞

第１ラウンド
２０～３０分

第２ラウンド
２０～３０分

第３ラウンド

　

２０～３０分

全体セッション

２０～３０分

＜カフェ買エチケット＞
・問いに意識を集中して話し合いましょう。

・あなたの考えを積極的に話しましょう。

・話は短く、 簡潔に。

・相手の話に耳を傾けましょう。

・共に耳を傾けて、 深い洞察や問いを探しましょう。

・遊び心で、 いたずら書きをしたり、 絵を描いたりしましょう。

☆会話を楽しんでください！

人ずつテーブルに座って、テーマ（問い）

こついて話し合う。

ず

い

人

　

つ

４

　

に

ＰＩＯ

　
　
残

　

一

を

テ

け

　

の

だ
別
ト

て

ス

　

じ　　
　
　
こ

　

　　

　

　

ブ

　

ン

テ

の

行

じ

て

で

　

０
大

紹

各
他
に
新
め
ル
る
旅
を

カフェ．ホストがフアシリテーターとなっ

て

　

全体で話じ合う。



発表者の資料は、下記県中向けＨＰに掲載しております

１お手元に準備して参加ください１

　

￥￥Ｓｖ‐ｆｉｌｅｓ￥県中公開￥ＧＪＡ経営人材育成課￥Ｂ０２研修会資料￥Ｒ５年度￥第１５回ＪＡ戦略型

中核人材育成研修全国研究発表会￥第１５ 回ＪＡ戦略型中核人材育成研修全国研究発表会関

係資料

※発表者資料ファイル名は、「発表順番号－発表分野（Ａ
煽 Ｂ 国 Ｃ） 県名

　

ＪＡ名

　

発表者

名」 となっています。

※各発表者資料の表紙の番号は、県番号です。発表順ではありませんのでご注意ください。

ＰＩＩ



協同組合・ＪＡの未来と
ＪＡ戦略型中核人材に期待すること

２０２４年（令和６年）２月１６日

日本協同組合連携機構（ＪＣＡ）
代表理事専務

　

比嘉政浩

１

　

－
，

　

▲

　　

．

　

′、

　　

－－－

　　　

′「，ー
ーマ

　　　　

、

　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　

→

　

－

　　

－－

　　　　

－

　　

－

　　　

－

　　　　

‐

　　　　

′－・－－－－， －

　

－‐・

　

－

　

，、ー

　　　

÷

　

，
．

　

，一三輪
，－，二．

　

こぐ～ふな；”‘罰コキ

　

ルギ－ｒヒト．１三メド、一三‐ご１
ー終に，′三上際ふきメニー三富豪ー

　

．、－二ｉ

　　

， ！繋ご

　　

●二

　　　

」湾ＩＥも雫毎号．ノ． ＝；！…ＥＬキコｒ斗二」ヒコ＼しきＬ身』
１ぞご 「ぎ ≧－ニー

　

．寿
ごｔ－－ｉＥき》

ｈ÷－：「「て三者憂欝ｉ猿に，落雷電導罰さ
ーｉ鰭言三野鴎嘉さ；差す記す墓園顕岡楓二；誓言き巽需要確認瀞三重ｒｌ

－－．－－エニ」二ふ÷ｒ‐」；÷二二」二：一：ｒ二‐ミニニニニニーニー－｛－－ーニニ二三一二一柚二ｒミニ－－デー

　

－－－－－

　

－＝－岬一二二一一」ニニニニニー－▲ニニ一二一朝一」

　

’

　　　

協同組合連携を促進し三持続可能な地域のよりよいくらし・仕事づくり“に取り組むとともに、協同組合の価値・事
趣旨

　

業を発信。このため、日本協同組合連絡協議会（ＪＪＣ。１９５６年～）から法人格のある組織としてＪＣＡ設立。
経緯

　

①協同組合間連携等（県域・全国の連携推進・支援、国際活動）、②政策提言・広報（社会的発信）、③教育・調査・研究
（把握・共有・普及）を担う。
社員：ＪＡ、生協、漁協、森林組合、労金、労協連など全国組織「９。

会員

　

会員総数：全国の協同組合約６００。

　　　

会長・山野徹（ＪＡ全中会長）副会長：土屋敏夫（日本生協連会長）

組織

　

役職員：３０名。部署：企画総務部、協同組合連携１部・２部、食育・食農支援チーム、基礎研究部

収益 粥２２正
年騒ぎ犠収末驚替る麓 副署密

会費２億８Ｏ７８万円／事業収益「億１９６８万円）当期経常増減額２３７ｏ

ｌ号

　

全国組織（社員。ＪＡ途中、日本生協連、全漁連、全森連、日本労協連、こくみん共済ｃｏｏｐ、労金協会、全農、全共連、農林中金、家の
会員

　

光、農業新聞、農協観光、ＪＡ全厚連、全国大学生協連、医療福祉生協連、コープ共済連、文化連など１９） 以上赤字は理事選出団体

２号

　

ＪＡ都道府県中央会（４７）、全国信用金庫協会、全国信用組合中央協会、全国中小企業団体中央会、ワーカーズ・］レクティフ
い

会員

　

ネットワークシ“ヤハｏン、共栄火災海上保険㈱、日本共済協会、生活クラブ連合会、中央労福協

３号

　

ＪＡ及び連合会（３５０）、生協及び連合会（７２）、漁協及び連合会（３９）、森林組合及び連合会（３）、左記以外の協同組
会員

　

合・団体・関連会社等（５４）

２

Ｐ１２



自己紹

１９８３（昭和５８）年

　

全国農業協同組合中央会（ＪＡ全中）入会

２０１１（平成２３）年

　

ＪＡ全中総務企画部長

２０１４（平成２６）年 一般社団法人ＪＣ総研

　

理事

２０１５（平成２７）年

　

ＪＡ全中

　

専務理事

２０２０（令和２）年８月より現職

１

　

良いＪＡのイメージを持ち、共有すること

ロ

　

私が持っている「良いＪＡのイメージ」

皿

　

良いＪＡが見えないところで努力していること

Ｎ

　

一致できる価値観を持っていることの大事さ

Ｐ１３



三
二

　

′
Ｃ費謡曲ａｔｉｖｅ

　

′ ；

三皿ミー′イ
．キー三三， －－；三塁二 言二 三－

－三一ニダ

＞例えばスポーツ。

＞イメージが持てても、そこから実現するまでがまた大
変。その意味では十分条件ではなく、必要条件。

＞「わがＪＡではビジョン（実現したい姿）を掲げている」
ＨＰで拝見する限り（誠に失礼ですが）、少し不満が…。

５

‐

　

受尋激震ｔｉ・′ｅ

‐「 二三

　

二－

　　

－

　

－

　　　

－－－

　　　　　　

－
‘モ ネ 一三

ミニ上ろ・ノ
－Ｌゞ

＞どうしたらいいか、具体的な行動につながらない。ブ

レイクダウンが始まらない。

＞われわれ常勤役職員は、ＪＡの使命（組合員のニーズ・
願いを実現し、その延長で地域に貢献する）と経営体

　

として収支・財務の確保の両立に常に悩んでいる。そ
の悩みに応えるビジョンになっていないからではない
か。

６

Ｐ１４



三十三愛総帥ｅ －－ニ
ニ
ニ
ー

－

　

－．

　　　　　　　

－

　

、 －

　　

ニ
ー＝′コて

　

，

　　　　　　　　　　

一

　　

「

　　

ーニ

　

Ｌ－

　　

」

　

ｉ

　

二．ニク’′」，

　

／

　　

／

＞もし、万一、常勤役職員が「できっこないよ」と感じて
いたら、絶対にできない。

＞しかも、スポーツの個人技とは異なり、ＪＡは組織ですＡ
須
Ｊ
必

　
　

　

　　から、「実現したいイメージ」の共有が必須。「できっこ
ない」と相当数の方が思っていたら絶対にできない。

７

１

　

良いＪＡのイメージを持ち、共有すること

ｎ

　

私が持っている「良いＪＡのイメージ」

ｍ

　

良いＪＡが見えないところで努力していること

Ｎ

　

一致できる価値観を持っていることの大事さ

８
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〆÷』．′

　

／：－：

　

．ｆ：

①「組合員のニーズ・願いを実現し、その延長で地域に貢献す
る」こととＪＡとしての収支確保が両立する仕事の仕方（事業
方式、ビジネスモデル十組合員の参加・参画）をいくつも持っ
ている。そのうえで、常に新たに生み出そうとし続けている。

　

どちらかというと営農・経済事業に関連が強い

②すぐには収益につながらない諸活動（支所協同活動、教育
文化活動）などを事業伸長につなげる良い循環を持っている。

　

どちらかというと信用・共済事業に関連が強い

三一デモ

　

二キ書キ：÷－－ミニ三一三一．
ノ
，す ご
‐
－
－「一 二 三 キー三 一－ ～

旧－・Ｌ・二

　　

－ｒｒ二十…－

　

ー／ｒ‘三：ドー－－、↑キ、一．

　

一

　

二三三キニーｒｒ

　

．－「－－‘

　

三升デー

　

ｒ

　

ｒ，▼

・農業者、消費者ともに評価（農業や地域の役に立ち、使命を果たしている）

・ＪＡにとって市場出荷するより手数料率が高く、適切に経営すれば黒字経
営が可能

・小売り機能を持つことで現行手数料率水準が可能に。弱点である品揃えは
組合員の参加意識なくてしては難しい

・農業者自らの価格決定、売れ残った時には自ら回収、売り上げ状況はメー
ルで通知（追加出荷を促す）、組合員による出荷者組織、運営への参画、品揃
えに向けた営農指導など、全体がパッケージになった事業方式である

Ｐ１６



愛慕激越言ａｔｉｖｅ

き′三守ききキキ葺き二言キ
ーゴーキーミイ

ラごー
「；き書き

・農業者、消費者ともに評価（農業や地域の役に立ち、使命を果たしている）

・ＪＡにとって市場出荷するより手数料率が高く、適切に経営すれば黒字経
営が可能

・小売り機能を持つことで現行手数料率水準が可能に。弱点である品揃えは
組合員の参加意識なくてしては難しい

・農業者自らの価格決定、売れ残った時には自ら回収、売り上げ状況はメー
ルで通知（追加出荷を促す）、組合員による出荷者組織、運営への参画、品揃
えに向けた営農指導など、全体がパッケージになった事業方式である

１１

キーキー

詰らｋききで；：買い物弱者支援（使命）。しかし多くは赤字。生協のセミナーで議論。□スセ
いロ必須 毎朝

夕商品を積入・降し バックヤードには店舗だけでなく移動購買車を意識したレ作ウトが必要 「黒
字化した生協の秘訣はバックヤード」

　　　　　　　

き れ きき：他県山間部の事例を参考に。担当職員は経営学を学んだ方。「サー
ビス業だから需要の平準化が重要」今内科は無理だが歯科は可能。黒字化
二１Ｅ工跨 ぎ べきでき蔓キーゴきこ単価は生食用より低いが将来性大。農業者の手取り確保のため
に、段ボール出荷から鉄ラックの使用へ。生食用では好まれない大玉化へ。担当営農指導員は
①精撤な説明は管理会計の知識を自在に用いて、②全体像は一言で表現された

イチゴなどの モリ〆；ぜ；ノデ ｃｉ）建議イチゴ農家の収穫・繁忙期のパック詰め作業をＪＡのパック
センターで行い、イチゴ農家の規模拡大が可能に。ＪＡの投資も大きいが、いただく施設利用料
は引上げ

；程度計ｒ導入：果実等の糖度を保証。ブランド確立、高単価。利用料引上げ

１２
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－

誓ｒｉｇｉ誉亘：買い物弱者支援（使命）。しかし多くは赤字。生協のセミナーで議論。□スセ
い□必須 毎朝

夕商品を積入・降し バックヤードには店舗だけでなく移動購買車を意識したレイァウトが必要今「黒
字化した生協の秘訣はバックヤード」

　　

・ｒ三等）言瀞も彰癌ぎ荒他県山間部の事例を参考に。担当職員は経営学を学んだ方。「サー

ビス業だから需要の平準化が重要」 内科は無理だが歯科は可能。黒字化
‐」 …ミ＼寛が；；ｉききヴニノ≦：単価は生食用より低いが将来性大。農業者の手取り確保のため

に、段ボール出荷から鉄ラックの使用へ。生食用では好まれない大玉化へ。担当営農指導員は

①精徹な説明は管理会計の知識を自在に用いて、②全体像は一言で表現された
一 ムー、＼吉一ゴノターノノ

＼一遍ｒイチゴ農家の収穫・繁忙期のパック詰め作業をＪＡのパック
センターで行い、イチゴ農家の規模拡大が可能に。ＪＡの投資も大きいが、いただく施設利用料
は引上げ

一：果実等の糖度を保証。ブランド確立、高単価。利用料引上げ

ｃｉ閣議蟹ａｔｉｖｅ

右図は准組合員を対象に
整理した図。しかし、現在は
正組合員にとっても必要。
諸活動は組合員の願いの
実現、地域課題解決のため
必須。しかし、経営体である
以上、これを事業につなげる
工夫が必要。
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【図表 准組合員・地域住民のステッフアッフ０イメージ】 （全中作成）功
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複合事業利用・事業量の拡大
口員組織や支店等の活動こ複数・２段階参加

　　　　　　

磯或農業・協同組合，〕Ａの理念を共有

　　　　　

Ｉ
Ｌ－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－．

　

印は機能している〕Ａと機

　

楚－

　

＝ 潮冴」１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌｉｌ－“－．ョ琶…′

　　

′；…団 ーーー－－－－一一ーーーーーーーーーーーー一一一一ーーーーーーー一一一一一一ー、
①食べて応援

　

②作って応援

　

③働いて応援

しかし、右図の３つの青い
矢印は機能している〕Ａと機
能してし、なしＵＡがある

＊右図赤い囲みは報告者が加筆

　　

……－′

　

≧罰金皇型ｌｉ…
　　　　　　

　　

　　　　　　

　　　　

１ ，，合
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二

　

－受電総帥ｅ

　

誓書誓書キー書詳言ミニ／ニキニこニー－二誓言二きき三豊‐

＞「支店協同活動や教育文化活動は事業につながるか」とい
う問いに対し、ＪＡによって「つながる」「つながらない」の

両方の答えがある。
＞活動はその目的にそって行う。加えて、事業につなげるに

は、まず課題認識、具体的な工夫、部署間の連携が必須と
感じる。

＞ちなみに、前頁の図（ＪＡグループとしての方針）をご覧に
なると、生協関係者はどんな感想をお持ちになるか、ご想
像になれますか…

１５

一

　　　

節；泥董ａｔｉｖｅ
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一
．．，‐‐
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－－・二；「＼

　　　　　　　　　　

－
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三

　

一「

　　

‐．・三
三－

　

－－．－：

　　

．

　

一ー

　

ニ

ＪＣＡ研究レポート Ｎｏ．１２

　

ＪＣＡ西井賢悟

協同組合の組織と運営①

　

大阪いずみ市民生活協同組合
む甚逗ｓ：ノ，′ｗｗｗ．」ａｊａｎ．ｇ選ｏｐ／＼～豊，ＷＰ‐Ｃｏｎｔｅｎｔ′ｕｏーｏａｄｓ／２０２０／０３／ｎＯＬ１」２ｆｉｘｅｄ．Ｐ≧≦は

＞

　

コープ委員会がガバナンスの基礎。知識、運営能力を得る場に。
＞ 「楽しそう」「役に立ちそう」から「みなの役に立つ活動」に。「目覚める」。
＞

　

組合員活動部による支援。

ＪＣＡ研究レポート Ｎｏ．３５

　

ＪＣＡ阿高あや

協同組合の組織と運営② 生活協同組合パルシステム東京
ｈｔｔｐｓノｗＷＷ．ュａｐａｎ・ＣｏｏαＷｐ′ｗｐ‐Ｃｏｎｔｅｎｔ／ＵＰＬｏａｄｓ／２〇２３／Ｏ５／ｎｏ３５・Ｄｄｆ

＞

　

組合員活動が事業を拡げ、事業が組合員活動を支え発展してきた。
＞

　

委員会活動は職員との結節点。「楽しい」から育成の場に。
＞

　

中間支援組織や組織部による支援。

１６
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１７

１８

　　　　

－

　　　　　

，ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－Ｊ
／－．三一－三
一ニー テもぎききｉ誓言豊 三；；ｉき たさ三ぎ だ‐醤≦

ＪＣＡ小林元「ＪＡ中央会アクティブ・メンバーシップ担当者研修会（２０２３年３月）」より

ＪＡの事業量の源泉は、①正組合員の結集力、および、②ＪＡの
”のれん”２

Ｊ
□
鮪
運

い
、
樽
域
初
跡

よ
号
地
さ
た

お
助
十
化
し

①正組合員の結集力＝ムラ（集落）の相互扶助十縛りの関係
②ＪＡの”のれん”＝農家にルーツがある人々十地域に密着

◆ 均質な農家群＝”ムラ”を規模案に組織化された戦後
◆ だから依然として、

“ムラ“を組織基盤としたＪＡ運営
”ムラ”を規模案に組織化された戦後農協一ＪＡ

＞

　

すでに（ムラで）組織化された組合員を事業利用の基盤としたことで、外部に
利用者を増やす必要がなかった。
＞

　

その後、貯金の外延的な吸収をすすめたが、ＪＡ＝農業者のものという意識

　

から、新たな利用者（＝准組合員）は
”外側のお客様“扱い

＞

　

この認識が農協改革の准組合員の事業利用制限につながった！

今組織基盤の変化（弱体化）が事業量の変化につながっている

三，ーキー

右は「つながり志向のＪＡ経
営－組合員政策のすすめ－
（家の光協会）増田佳昭編著
２０２０年９月発行」掲載の図

＊７７ＪＡのアクテイフ”メンバーシツフｏ

に関するアンケート結果を踏

主に、類型１には、営農・経済
事業で常に新たな「使命とＪＡ
の収支が両立する事業方式」
を生み出し続けることが必要
であるし、類型３への誘導、類
型４への対応のためには、「事
業と活動の良い循環」が必要
ではないか。その際、生協の取
組は参考になるのではないか。

１

　

８

　　　　　

１

　　　　　

６

　　　

【意
識
】

（親
し
み
、必
要
性
、理
解
）

生准・参加していない

　

類型３

　

１

　

　　　　
ず准・盛べて応援十作

◆正・多項な遣い手（販売なし）

メ厘 回－

　　

－
０准・作って応援

、手経営体販売会鎮１．０節万円以上
・中核的担い手拡売金額３節万円以上１０（滑万円未満
・多祥な担い手｛販売あり）蕪完全碩３００万円未満
・多様な担Ｌ、劉廉売写し｝：販売全額ゼロ
・女べて応援通完済やＪＡ・農条まつり等を通じ、池豊艶沼により地元農家を応援、すること

　　

｛
・作って応援：球磨夏園、市民豪閏、体険塑黄濁等における姦美生度に取り檀むこと

（事業利用、活動参加、組合員組織加入，意思反映、運営参酌

正・担い手経営体

◆正・多様な担い手（販売あり）

Ｐ２０



１

　

良いＪＡのイメージを持ち、共有すること

虹

　

私が持っている「良いＪＡのイメージ」

ｍ

　

良いＪＡが見えないところで努力していること

Ｎ

　

一致できる価値観を持っていることの大事さ

１９

三三，「，
、
÷一二：－≧－
喜デーメ
ー－’キー
テー一 二三」メ ニ 三

ｒ
ミニ‘

　

三－
‐

　

ぎ ：キー二 言÷
‐ ”

　

－
ニ

　

ー

～以下は先進ＪＡの見えにくい部分での努力です。
① 稼働人員減（少ない職員数で業務ができる体制作り）に繰り返し挑戦し、実

　　

現した際、これを好機として、職員数の減少だけでなく、一部を新たな挑戦

　　

のための体制（部署）に充てる。

② 職員、とりわけ、将来の幹部候補生たる中核人材に、簿記、会計、税金、管理

　　

会計、経営学の基礎を、使える知識として修得せしめる。

③ 常勤役員の後押しでセミナー等に必ずと言っていいほど参加（それが可能

　　

な体制がある）され、全国機関の提案も吸収される。視察にも積極的に行か

　　

れる。事例から成功の本質を学ばれる（場数があってのこと）。

　

④ 優秀な職員採用に貧欲で、給与水準、人事制度に意思が感じられる。

　　

２０
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いＪＡのイメージを持ち、共有するこ

　

私が持っている

　　

いＪＡのイメージ

　　

いＪＡが見えないところで努力しているこ

Ｎ

　

一致できる価値観を持っていることの大事
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＞ 私が新人研修中に聴いたあるＪＡの参事のご挨拶：「貯金はどこにし

　

ても同じ」「農協に貯金していただいたら販売・購買手数料を下げら

　

れる、営農指導員が雇える」＝信用・共済は黒字、営農・経済事業は

　

赤字が大前提。

＞ 金融政策が変わり、食管制度は無くなった。ＪＡは「決められたこと

　

を正確に」から、「収益をあげている農業者とＷｉｎ・Ｗｉｎの事業方式

　

を生み続ける」「組合員のニーズ・願いの実現のための活動を事業

　

伸長につなげる工夫をする」ことを求められるようになった。

＞ 良いＪＡのイメージも、ＪＡ役職員が果たすべき役割も変わった。
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＞ 政府関係者が農協改革を盛んに主張したころ、「農業に専念せよ」との

　

強い意見があった。
＞ 個別に組合長、常勤役員に相談。「負担や義務が生じても地域に貢献

　

するとの理念は降ろすな」。
＞ －致して当たることが大事な局面。農協法の目的規定だけでなく、ＪＡ

　

綱領というビジョンが一定浸透していたことが大きかった。
＞ 組織理念には、価値を生み出す、と記されている。困難な時に自らに

　

問うのは「そもそも何がしたかったんだつけ」。

　

困難な時、分岐点を迎えた時こそ、組織として共有している理念が生きる
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